
　平成16年10月に弁護士登録をしてから丸12年
が経つ。
　登録して間もない時期にお声を掛けていただき、
すてっぷぐんまの会員となり、年によってまちまち
だが、継続的に被害者支援に関わるようになった。
　いろんな被害者の方と関わってきたが、最近は
特に、被害に遭われた子どもの保護者の方と出会
うことが続いている。
　私自身も２児の母親であり、痛いほど気持ちが
分かる。
　子ども自身も親になるべく心配かけまいと敢え
て事件のことは話さない。それを分かっているか
らこそ、親自身も事件のことには触れたくない。
でもその反面、本当に子どもの気持ちに寄り添え
ているだろうか、どう接することが子どもにとっ
てベストなのだろうか、子どもの心の傷は癒えて
いるのだろうか、将来に影響はないだろうか、、、
不安なことは数え切れないと思う。そして、愛す
る我が子にこのような悲しみを与えた加害者に対
しての怒り、このような犯罪を生み出してしまう
社会に対しての失望感は計り知れないと思う。
　このような被害者の家族、もちろん被害者自身
に対して、すてっぷぐんまの支援員、相談員の方
たちは、いつも真摯に謙虚に優しく向き合ってい
ることを常に感じてきた。
　そのサポートがずいぶんと力になった人もいる
ことだろうと思う。
　被害者支援をする中で、常々、弁護士ができる
ことはほんの少ししかないと感じているので、支
援員の方々のサポートには日頃から頭の下がる思
いであった。
　また、不安、怒りなど様々な気持ちを抱えなが
らも、子どものためにどうすればいいかと考え、
行動していく親御さんの姿を見たり、｢とにかく話
してくれてありがとう。｣と言って子どもの言葉
を受け止めたという親御さんの話を聞いたりして、

支援をしているはずの私
の方が親の強さや、愛情
の深さを知り感銘を受け
たこともあった。
　弁護士とは不思議な職業で、加害者の弁護をす
ることもあれば、被害者の支援をすることもある。
　ただ、加害者の弁護人になった時であっても、
加害者が犯罪を認めている場合には、加害者には
被害者への謝罪の気持ち、反省の気持ちを深めて
欲しいと常々思っている。それが間接的にでも犯
罪予防につながれば、被害者の慰謝につながれば
と思って。例えば、加害者に、被害者の気持ち、
自分が同じ立場だったら、自分の肉親が同じ立場
だったら、、、と想像させ諭してみる、などという
ことをやっている。
　しかし、実際のところ、果たしてどの程度心か
らの反省を促せたのだろうかと自分の無力さを実
感することの方が多い。
　悲しいことに、加害者側についたことで、被害
に遭われた方が行き場のない怒りや悲しみを抱え
ることを心から実感してしまうこともある。
　犯罪のない社会にしたいと心から願うが、現実
はそうはいかない。
　これまで経験したことを糧にして、これからも被
害者やその家族の支援に携わっていきたいと強く
思う。
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　支援員２年目の３名で、初の１
泊２日研修に参加させていただき
ました。カリキュラムは、２日間びっ
しり。座学のみならずロールプレ
イ練習もあり、久々に脳みそフル稼
働のハードな内容でした。
　近隣各県から集まったのは、経
験年数が同程度の仲間たち。地域
性も異なりますし、年齢、性別も
まちまちですが、同じ志を持つ仲
間との交流は、大変有意義でした。
この学びを支援に生かせるよう、
努めたいと思います。 （Ｓ）

　すてっぷぐんまと群馬県の共催で、「犯罪被害者支援講座」を開催しました。
この講座は、犯罪被害者支援の意義や必要性について周知し、被害者支援の
実際や犯罪被害者等の実情について理解を深めていただくための講座で、各
分野から専門の講師をお招きし、貴重なご講義をいただくことができました。
受講生の方々も熱心に受講され、充実した講座となりました。

平成28年度　犯罪被害者支援講座

〈カリキュラム〉　

１回目
(７/23)

・犯罪被害者とは？
・犯罪被害者をとりまく状況
・犯罪被害者のための法律

２回目
(７/30)

・警察が行う被害者支援
・ＤＶの被害について
・被害者が受ける心の傷

３回目
(８/11）

・検察庁が行う被害者支援
・子どもへの虐待について
・犯罪被害者の声

４回目 ・レポート提出

◆「犯罪被害に遭うことは日常が突然変
わってしまうこと」という説明に、と
ても大変な恐ろしいことだと感じたが、
放置されていた被害者に対する支援
の取り組みが始まったことやすてっ
ぷぐんまの支援内容を知ることがで
きて良かった。

◆刑事手続きの流れなど、日常的には知
らないことを学ぶことができた。

◆被害者に対し「ゆっくり温かい心で静
かに寄り添う」ことが大切、という被
害者ご家族の言葉が心に染みた。

◆日々の生活ではあまり関わりのない遠
い存在である組織の方々やシステム
が、被害者に寄り添っているという事
実がわかったが、反面、課題も多い
ということを知ることができた。

受講者：17名　修了者：13名受講生感想（抜粋）

質の向上研修上半期研修会
2016.７.30～７.31

（東京都　都民センター）

「全国犯罪被害者支援フォーラム2016」
2016.９.30（東京都　イイノホール）

　はじめに、被害者支援活動にご尽力してこら
れた支援活動員、職員、団体の方々への感謝
状の贈呈があり、続いて、犯罪被害者ご遺族の
清水誠一郎さんから『心（むすめ）が教えてくれ
た大切なこと～支援によって生かされた私たち家族～』と題して、ご講演をい
ただき、今後の被害者支援について多くの示唆を得ることができました。
　また、パネルディスカッションでは、「これからの犯罪被害者支援」をテーマに、
警察、地方自治体、被害者支援センターのそれぞれの立場から議論がなされ、
今後の犯罪被害者支援の進むべき方向を具体的に学ぶことができました。
　なお、今回のフォーラムの総合司会は、当センター職員が担当しました。（Ｈ）

平成28年度　被害者支援講演会 　12月３日㈯　群馬会館ホールにおいて、すてっぷぐんま・群馬県・群馬県
警察本部の共催により、被害者支援講演会を開催しました。当日は、160名
を超える方に参加いただきました。
　講師の川名壮志氏は毎日新聞社記者であり、初任地の長崎県佐世保支局で
「佐世保小６同級生殺害事件｣に遭遇。被害者は同支局長家族でした。
　｢事件の被害者の近くにいたが、身内ではないし遺族でもない。せいぜい
隣人である。多くの犯罪被害者の取材を通じて感じるのは『隣人には隣人の
役割がある』ということ。隣人にしかできないこと、隣人だからできること
がきっとある。隣人として被害者に向き合うことが大切なことだと感じる。」
　講師が、被害者と加害者双方の家族への取材から得られた経験を、新聞記
者を超えた隣人として伝えようとする想いが、参加者の胸に響くお話でした。

演題「犯罪被害者と隣人」
講師　川 名 壮 志　氏

行事報告

研修報告 全国被害者支援ネットワーク主催

「秋期研修会」　2016.10.1～10.2　（東京都　機械振興会館）
　各県の被害者支援センター相談員をはじめ、中央省庁・警察関係・地方自
治体の支援関係の方々が参加していました。ネットワーク平井理事長の基調
講演で、平成30年を目途に首都圏内に終日対応可能なサポートセンターが開
設され、各都道府県のセンターの補完的役割を担うとの説明を受け、24時間
365日の支援体制の構築に向けた活動の進化に驚くばかりでした。
　分科会の１コマ「ワンストップセンターにおける電話相談の実際」では、
昨年６月、本県で開所した性暴力被害者サポートセンターSaveぐんま相談員
が、講師として招かれ事例発表を行い好評でした。 （Ｔ）
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被害者支援ふれあいコンサート
　全国一斉に行われる「犯罪被害者支援週間」(11/25～12/１)の周知を兼ねて、
群馬県警察音楽隊による「被害者支援ふれあいコンサート」をすてっぷぐんま
と警察本部の共催で開催しました。
　当日は、開会１時間前から用意した約70席が小さい子ども連れのご家族で
埋まり、その後の観客は、立ち見となるなど、盛況に開催することができました。
　開会に先立ち、紺理事長及び田中高崎警察署長が被害者支援の重要性や協力
依頼を訴えたのち、当センターの支援員が交通事故で２人の子どもを亡くされ
た遺族の手記を朗読し、会場の約300人に被害者遺族の心情を紹介しました。
　その後、音楽隊が、約10曲を演奏しましたが、カラーガード隊員の華麗なダンスや女性隊員の歌も交えた
多彩なプログラムに会場は大いに盛り上がりました。

地域・街頭啓発
　各地域のお祭りや大学学園祭で、「すてっぷぐんまの紹介
や支援活動」の広報啓発を行いました。
　また、警察音楽隊OBで組織している「ひまわり楽団」が、
県内の地域で開催される敬
老会、高齢者施設のイベン
ト、障害者施設等に招かれ、
コンサートを開催する際に
も、すてっぷぐんまの広報
啓発活動をしました。

被害者支援自動販売機によるご支援
　すてっぷぐんまでは、皆様のご協力をい
ただき、平成24年度から売上金の一部を
寄附していただける「すてっぷぐんま仕
様のラッピング付き清涼飲料水自動販売
機」の設置を進めています。趣旨にご賛同
の上、同自動販売機を設置していただける
事業所・団体を募集しています。ご支援、ご協力をお願いいたします。
　平成28年４月から11月末までの新規設置台数は、以下の11台で、
平成28年11月末現在の総設置台数は、54台になりました。

新規設置企業
ミネルバ㈱・ワンアップ㈱・パワーズマネージメント㈱・桐生タイムス㈱
朝日印刷工業㈱・桐生市末広町商店街組合・北関スクリーン㈱
桐生職業訓練センター・達磨興通㈱・庭前紙業㈱・マルイ洋蘭センター

　星野富弘さんには、すてっぷぐん
まの活動にご理解をいただき、平成
24年より、広報用リーフレットとク
リアファイルに無償で詩画を使用さ
せていただいております。
　10月25日、ご自宅に伺い、感謝
状をお渡ししました。

◆広報・啓発の活動報告（2016年７月１日～12月31日）
地域・街頭啓発活動
◎前橋七夕まつり ７／９
◎高崎まつり ８／６
◎桐生八木節まつり ８／７
◎桐生大学学園祭 10／29
◎県立女子大学学園祭 11／５
◎ふれあいコンサート 11／23
◎人権啓発フェステイバル 12／11
◎施設等訪問啓発　【ひまわり楽団協力】 11回

上細井町いきいきサロン（７／３　前橋市）
高齢者施設創春館　　　（７／18　前橋市）
高齢者施設宮口　　　　（７／23　安中市二軒在家）
障害者施設そよ風　　　（８／20　渋川市）
三原田団地高齢者会　　（９／11　渋川市）
大利根町敬老会　　　　（９／19　前橋市）
高齢者マイカー点検教室（10／８　渋川市）
高齢者施設こころや　　（10／15　前橋市）
吉岡町高齢者慰労会　　（11／６　渋川市）
高齢者施設ヴィラージュ（11／26　川場村）
年金受給者の集い　　　（11／29　渋川市）

講師派遣
◎命の大切さを学ぶ教室（尾島中） ７／13
◎矯正施設講話 12回
◎女性のための防犯教室 ７／23
◎ミニ集会研修（前橋市桂萱） ７／23
◎大泉警察署署員研修 10／26
◎ＤＶ被害者を支援する実務講座 11／11

感謝状贈呈感謝状贈呈

前橋七夕まつり

高崎まつり

桐生八木節まつり

桐生大学

県立女子大学

2016.11.23
（イオンモール高崎　セントラルコート）

星野富弘さんに

トピックス
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TEL／FAX 027-253-9992
http://www.step-gunma.org

★Ｓａｖｅぐんま関連の支援・事業です。

☎027-253-9991
月～金　10:00～16:00（年末年始、祝日を除く）

すてっぷぐんま相談電話

相談無料・秘密厳守

犯罪の被害にあわれてお困りの方は
お気軽にお電話ください

◆センターの活動報告（2016年７月１日～2016年12月31日）
直接支援（回数）
警察関連支援　《１回》
裁判関連支援　《57回》
行政窓口付き添い支援　《４回》
病院付き添い支援　《64回》
自宅訪問　《11回》
その他《９回》
自助グループ活動　《２回》
★警察関連支援　《０回》
★裁判関連支援　《８回》
★病院付き添い支援　《６回》
★その他(心理面接付き添い）　《２回》
定例行事（回数）
運営委員会　《１回》
事業委員会　《６回》
支援会議　《３回》
ケース会議　《６回》
事例検討会　《５回》
法テラス・検察・県警との勉強会　《２回》
ワーキンググループ会議　《４回》
★saveぐんま運営会議　《５回》
主催行事（日付）
犯罪被害者支援講座　《７/23・７/30・８/11》
支援活動員後期養成講座　《12/３》
被害者支援講演会　《12/３》

研　修（日付）
ＳＥＡＮＥ研修　《７/16・７/17》
質の向上研修（上半期）　《７/30・７/31》
心情伝達勉強会　《８/31・10/１》
全国ネットワーク・秋期研修会　《10/１・10/２》
全国ネットワーク・上級研修　《10/17・10/18・10/19》
ＤＶ被害者を支援する実務講座　《11/11》

会　議（日付）
全国理事長会議　《８/25》
性教育研究大会　《８/５・８/６》
登録団体交流会　《８/20》
公共交通事故被害者等支援フォーラム　《９/９》
ＤＶ被害者地域生活定着支援事業説明会　《９/９》
ふれあいコンサート打合せ《９/８》
女性相談所・シェルター会議《９/16》
★性暴力救援センター全国連絡会　《９/18》
全国ネットワーク・犯罪被害者フォーラム　《９/30》
関東ブロック事務局長会議　《10/14》
★女性相談センターとの連絡会　《10/17》
ストーカー・ＤＶ関係者会議　《10/19》
群馬県犯罪被害者支援連絡会議　《11/17》
安中市ＤＶ支援連絡会議　《11/24》
国際ソロプチミスト高崎　《11/30》
法テラス群馬地方協議会　《12/１》
各警察署被害者支援連絡協議会

《７/15・11/22・11/25・1１/28》
その他（日付）
外部機関等視察　《７/27・11/９・11/29》
★外部機関等視察　《８/24・８/31・12/19》
日本財団監査　《10/12》

◆継続しての直接支援のなかで、ほとんどお話し
をされなかった被害者遺族。沈黙を邪魔しない
ようにしてきたが、今日は、話してくださった。
時間の流れを感じた瞬間。寄り添った支援をし
ていきたい。

◆裁判支援に、朝早くから係わった。家族にも詳
しい内容は話せないため、すてっぷぐんまのメ
ンバー同士のつながり、一人で支援しているの
ではない安心感の大切さを改めて実感。

◆最近、送迎支援が増えてきている。群馬だと車
での送迎が中心になるので、運転には十分な注
意が必要。また、自分が注意していても、「もら
い事故」ということもある。もしもの時の対応
をマニュアルにしていけたらと…。

ワールドディ「世界道路交通犠牲者の日」

　第38回国連総会(2005年10月
26日)で、毎年11月の第３日曜
日を「世界道路交通犠牲者の日」
とすることが決議されました。
　道路で一人でも命を落とさな
いように、交通死ゼロへの思い
を込めて、この日には事故現場
に黄色い風車を設置して、白い
花を手向けます。この運動が全
国へ広がっていきますようにお
祈りします。

事故現場に黄色い風車と白い花を！

☎027-329-6125
月～金　９:00～16:00（年末年始、祝日を除く）

群馬県性暴力被害者
サポートセンター Saveぐんま

性暴力被害者の支援を行っています
ひとりで悩まずに、まずはお電話
ください

相談員・支援員の声

支援活動から支援活動から

相談無料・秘密厳守
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　2016年9月、被害者支援広報用ポスターの

デザインを募集しましたところ、12点の作品

の応募がありました。

　審査の結果、桐生大学短期大学部  岩瀬絢萌

　　　　　　　　　　　　(2年)さんの作品が  

                                    最優秀となり、12

　　　　　　　　　　　　月３日(土)の「被害

　　　　　　　　　　　　者講演会」において

　　　　　　　　　　　　表彰状が授与されま

　　　　　　　　　　　　した。

　　　　　　　　　　　　　完成したポスター

　　　　　　　　　　　　にいては、国、県、

　　　　　　　　　　　　市町村などの機関、

　　　　　　　　　　　　関係団体等に配布し

　　　　　　　　　　　　て被害者支援の広報

　　　　　　　　　　　　活動に活用します。

☆☆ポスターが完成しました☆☆

（完成したポスター）
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